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教
職
員
定
数
の
改
善
は 　

一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
る
た
め
に
、

　
　
　

大
事
な
こ
と
で
す
。

定例会で決まった議案
議案番号等 議　　　　　案　　　　　等 審議結果

議案第１号

令和４年度　普代村一般会計補正予算（第３号）
　補正額 5539 万 6 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 32 億 6061 万円とするもの。
　歳出の総務費では、物価高騰対策地域商品券給付事業（全村民に 1 人 1 万円の地域商品券を給付）に係る経費等
2473 万 8000 円を増額。
　民生費では、子育て世帯への生活支援特別給付金（低所得者世帯の児童 1 人あたり 5 万円）・いわて子育て世帯
臨時特別支援金給付事業（県事業：児童 1 人あたり 1 万 5000 円、村事業：1 万円上乗せと支給対象を高校生まで
拡充）に係る経費等 757 万 2000 円を増額。
　土木費では、村道など 18 カ所の法面・側溝補修工事費等や普代平井賀線道路改良工事に係る計 2712 万円を増額。
　教育費では、スクールバス（はまゆり号）と学校給食センター施設に係る修繕料として、計 141 万 4000 円を増額。

可　決
（全員賛成）

議案第２号
令和４年度　普代村国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第１号）
　補正額 77 万 9 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 2 億 517 万 9 千円とするもの。
　診療所の屋根修繕料 32 万 5000 円や医療用機械器具費の借上料 42 万 9000 円の増額。

議案第３号
令和４年度　普代村簡易水道特別会計補正予算（第１号）
　補正額の増減はなく、歳出予算の総額を 1 億円とするもの。
　修繕料 12 万 5000 円を減額し、人件費を増額調整。

議案第４号
令和４年度　普代村休養施設事業特別会計補正予算（第２号）
　補正額 156 万 3 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 1 億 3446 万 6 千円とするもの。
　くろさき荘大浴場の屋根や客室天井等の修繕料として、59 万 9000 円を増額。

議案第５号
令和４年度　普代村漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
　補正額の増減はなく、歳出予算の総額を 3180 万円とするもの。
　人件費を減額し、修繕料 42 万 6000 円を増額調整。

報告第１号 令和３年度　普代村一般会計予算繰越明許費繰越計算書
　合計 16 事業、2 億 7543 万 8 千円を令和 4 年度へ繰り越し。

―

報告第２号 令和３年度　普代村一般会計予算事故繰越し繰越計算書
　繰越明許事業としていたうちの 4 事業、3464 万 2 千円を令和 4 年度へ繰り越し。

報告第３号 令和３年度　普代村簡易水道特別会計予算繰越明許費繰越計算書
　公営企業法適用化移行に向けた、2 事業 1270 万円を令和 4 年度へ繰り越し。

報告第４号 令和３年度　普代村漁業集落排水事業特別会計繰越明許費繰越計算書
　公営企業法適用化移行に向けた、1 事業 550 万円を令和 4 年度へ繰り越し。

発議案
第１号

「教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書」の提出
　国の施策として、定数改善にむけた財源保障をし子どもたちが全国のどこに住んでいても一定水準の教育を受け
られるよう、教職員定数改善を推進することや義務教育費国庫負担制度の負担割合を引き上げることなどを国へ要
望するもの。

可　決
（全員賛成）

請
　
　
願

　
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
負
担
率
の
引
き
上
げ

を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
３
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願

［
請
願
者
］

　
岩
手
県
教
職
員
組
合
県
北
支
部

　
　
　
支
部
長
　
小
関 

高
博 

氏

採
択
と
し
、
国
へ
意
見
書
を
送
付
。

　いわて子育て世帯臨時特別支援金は「子育て世帯」を応援します

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
支
援
金

給
付
事
業
６
１
２
万
４
千
円
な

ど
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

移
住
定
住
促
進
事
業
は
、
移

住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
パ
ソ

コ
ン
端
末
の
ラ
イ
セ
ン
ス
料
。

い
わ
て
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

支
援
金
給
付
事
業
は
、
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育

て
世
帯
の
支
援
の
た
め
、
県
独

自
で
児
童
１
人
あ
た
り
１
万
５

千
円
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

そ
れ
に
併
せ
て
村
単
独
事
業

で
、
１
万
円
の
上
乗
せ
と
高
校

生
ま
で
対
象
を
拡
充
し
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策

商
品
券
の
配
布

　

物
価
高
騰
対
策
地
域
商
品
券

給
付
事
業
は
、
物
価
高
騰
の
あ

お
り
を
受
け
る
全
村
民
に
対

し
、
１
人
あ
た
り
１
万
円
分
の

地
域
商
品
券
を
交
付
す
る
も
の

で
、
物
価
高
騰
対
策
並
び
に
地

域
経
済
循
環
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
事
業
で
す
。

５
４
６
１
万
円
を
増
額
！

物
価
高
騰
対
策
地
域
商
品
券
給
付
事
業

物
価
高
騰
対
策
地
域
商
品
券
給
付
事
業
な
ど
な
ど

　

村
議
会
第
５
回
定
例
会
（
６
月
定
例
会
）
が
６
月
17
日
に
開
会
さ
れ
ま

し
た
。

　

内
容
は
、
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
と
４
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど

５
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計

補
正
予
算

補
正
予
算
で　
　

５
５
３
９
万
円
増

▽
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
に
５
５
３
９
万
６

千
円
を
増
額
し
、
総
額
で
32
億

６
０
６
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
は
、
移
住
定
住
促

進
事
業
21
万
６
千
円
、
い
わ
て

６ 月
定例会
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物価高騰対策地域商品券給付事業酸素濃縮装置の詳細

新型コロナウイルス特別給付金の誤給付は

大上浩史 議員森田幸一 議員

金子泰男 議員

　１人１万円配布ということだが、算定と
支給方法の説明を。また、税金未納者にも
支給するのか伺う。

佐々木政策推進室長
　物価高騰のあおりを受ける生活者支援と
いう趣旨に照らせば、公平な算定でもって
給付できる方法と考えており、村内事業者
利用と地域経済を回すためにも商品券とい
う想定で進めている。
　税金未納者についても、みなさん等しく
影響を受けているので、一律に支給をする。

　その他借り上げ料の酸素濃縮装置とはど
ういうものか。また、該当人数と借り上げ
期間、１年間でどのくらいの借り上げ料と
なるのか伺う。

山田診療所事務長
　在宅酸素濃縮装置というもので、酸素ボ
ンベと口につなぐチューブ、酸素ボンベを
入れて押して歩くものなど一式の装置であ
る。該当者は１名で、月々４万2,900円ほ
ど。期間は６月～３月まで借り上げるもの
である。

　他市町村であったような外国人への誤給
付は村ではないのか伺う。

道下住民福祉課長
　基本的に、諸外国と租税条約を日本が結
んだ方が免税となり、この給付事業の対象
外となるものである。
　村にはそういった条約を締結している国
から来ている技能実習生はいないため、誤
給付はない状況である。

定例会での質疑

答
答

答

問問

問

ＬＥＤ防犯灯・街路灯整備工事台風19号被災者生活再建支援金

大上智 議員嵯峨典行 議員

　ＬＥＤ防犯灯・街路灯の整備はどの辺を
予定しているのか伺う。

川向総務課長
　三陸鉄道との協議に時間を要し繰越と
なった。三陸鉄道と三陸沿岸道路の下と、
要望のあった堀内机の一部に設置予定であ
る。

　申請期限が 11月と聞いているが、対象
者に周知をしているのか伺う。

道下住民福祉課長
　心のケアを含めて保健師も同行しながら
生活再建についての意向確認・生活の状況
把握等を行っている。

定例会での質疑

支援金を活用して再建された住宅

普代駅裏の線路下カルバートに設置予定

地域商品券給付の様子酸素濃縮装置の専用バッグ＆カート

報告第１号報告第２号議案第２号 議案第１号

議案第１号

答答

問問

スクールバスの修繕費について

大上智 議員

修繕予定のはまゆり号

議案第１号

　修繕するバスはどのくらい乗っているか。また、修繕
または新規購入ではどちらがいいのか、教育長の考えを
伺う。

三船教育長
　今回の修繕ははまゆり号で、購入が平成 22 年８月、
走行距離が 30万５千 ㎞ ほど。
　たびたび修繕費がかかるので、計画を前倒しでスクー
ルバスの購入ができないものか、村の方と協議させてい
ただきたいと思っている。

答

問
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嵯
峨
典
行

　６月定例会の一般質問には、３人が登壇し、村の課題などに村当局の考えを問いました。
　一般質問とは、議員が執行機関である村長などに対し、事務作業の状況や将来の方針などについて
問うことです。村議会では、「一問一答方式」で行っており、傍聴者が理解しやすいように簡潔明瞭な
やりとりを目指しています。

ページ 議員名 質問内容

7 嵯
さ

   峨
が

   典
みち

   行
ゆき

　議員
1. すき昆布の販路拡大に向けたＰＲを
2. 移住者支援のための施策を

8 大
おお

   上
かみ

   　   智
さとし

　議員

1. 高齢者の幸福度アップ策は
2. 県営普代地区農地利用の現状は
3. 村の諸計画の見える化を
4. 消防団報酬等引き上げ効果は

9 松
まつ

   葉
ば

   明
あき

   人
ひと

　議員
1. スポーツ指導者の資格や育成は
2. 津波浸水想定の詳細を

すき昆布のＰＲを

販路拡大の支援に努める
  柾屋村長

が
、
全
体
と
し
て
絶
対
数
の
不

足
や
住
宅
設
備
面
で
の
不
備
も

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
、
民
間
賃
貸
住
宅
の
情

報
収
集
や
移
住
者
用
の
小
ぶ
り

な
住
宅
整
備
な
ど
必
要
に
応
じ

て
定
住
の
前
進
に
資
す
る
よ
う

な
制
度
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

約
半
世
紀
近
い
歴

史
の
あ
る
村
の
特
産

品
で
も
あ
る
す
き
昆
布
が
、
業

者
の
在
庫
過
多
に
よ
り
値
段
が

安
く
な
る
予
想
が
出
さ
れ
、
生

産
を
中
止
し
た
と
聞
い
て
い

る
。
村
と
し
て
す
き
昆
布
を
応

援
す
る
た
め
、
株
式
会
社
青
の

国
ふ
だ
い
で
試
食
販
売
等
を
し

て
す
き
昆
布
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
と

思
う
が
、
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

株
式
会
社
青
の
国

ふ
だ
い
で
は
、
土
曜
・
日
曜
日

に
パ
ッ
ク
入
り
の
昆
布
の
煮
付

け
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
。

ま
た
、
く
ろ
さ
き
荘
で
は
、
今

年
か
ら
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
で

昆
布
の
佃
煮
を
製
造
し
、
メ

ニ
ュ
ー
化
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
、
村
で
も
関
係
部
署

や
第
３
セ
ク
タ
ー
を
含
め
、
総

力
を
傾
注
し
て
す
き
昆
布
を
は

じ
め
と
す
る
、
海
産
物
な
ど
の

販
路
拡
大
の
支
援
に
努
め
て
い

く
。移

住
者
支
援
施
策
を

　

現
在
、
村
の
人
口

は
２
５
０
０
人
を
下

回
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が

き
か
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る

中
、
株
式
会
社
ア
ー
ス
カ
ラ
ー

さ
ん
が
、
村
に
多
く
の
移
住
者

を
呼
び
込
ん
で
い
る
が
、
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
は
住
居
を
探

す
の
が
大
変
だ
と
聞
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
村
と
し
て
空
き
家

バ
ン
ク
の
活
用
、
新
築
で
の
ア

パ
ー
ト
を
建
設
す
る
な
ど
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
と
思
う

が
、
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

移
住
者
の
住
居
確

保
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
空

き
家
を
買
い
取
り
、
村
営
住
宅

と
し
て
、
移
住
者
に
貸
し
出
す

試
行
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ

答
弁

答
弁

質
問

質
問

移住者にも貸し出している村営住宅

くろさき荘で提供している「すき昆布の佃煮・煮付け」
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大

上
　

智

村消防団員による特別訓練の様子

保健センターで行われている高齢者活動の様子

健やかな生活環境の創出と考える
  柾屋村長

高齢者（６５歳以上）の
幸福度を高める施策は

と
・
し
ご
と
創
生
推
進
会
議
を

書
面
開
催
等
し
、
種
々
の
参
考

意
見
を
伺
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

各
計
画
の
わ
か
り
や
す
い
周
知

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

消
防
団
員
報
酬
等

引
き
上
げ
は　
　

　

報
酬
引
き
上
げ
が
、

即
、
団
員
確
保
に
つ

な
が
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
今

後
の
新
団
員
確
保
の
施
策
は
。

柾
屋
村
長

　

や
り
が
い
を
持
っ

て
、
村
民
の
た
め
、
村
の
た
め

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

消
防
団
へ
敬
意
を
表
し
な
が
ら
、

団
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
若

年
層
な
ど
へ
団
に
対
す
る
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
つ
つ
、

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
団
員
に
よ
る
機
能

別
団
員
配
置
等
を
団
本
部
と
も

適
時
適
切
に
相
談
し
、
確
保
に

努
め
る
。

※�

機
能
別
消
防
団
員
と
は
、
能

力
や
事
情
に
応
じ
て
特
定
の

活
動
に
の
み
参
加
す
る
消
防

団
員
。
時
間
帯
を
限
定
し
た

活
動
や
特
定
の
災
害
種
別
に

の
み
活
動
し
、
消
防
団
の
活

動
を
補
完
す
る
役
割
を
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

健
常
な
高
齢
者
に

対
す
る
福
祉
施
策
は
。

柾
屋
村
長

　

住
ま
い
・
医
療
・

予
防
・
生
活
支
援
な
ど
で
支
え

つ
つ
、
で
き
る
だ
け
普
通
に
、

そ
し
て
幸
福
感
も
感
じ
る
生
活

を
維
持
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
し
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
図
っ

て
い
る
。　

村
の
人
口
の
約
21

％
を
占
め
る
前
期
高

齢
者
に
対
す
る
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
支
援
を
含
め
た
、

高
齢
者
就
業
確
保
の
考
え
方
は
。

柾
屋
村
長

　

法
律
に
基
づ
く
支

援
に
と
ど
ま
ら
な
い
支
援
の
あ

り
方
を
、
今
後
も
工
夫
・
検
討

し
、
就
業
機
会
の
確
保
と
地
域

の
活
力
の
維
持
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

県
営
普
代
地
区

農
地
開
発
事
業

　

将
来
性
を
含
め
有

益
な
農
地
開
発
と
認

識
し
て
い
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

経
営
規
模
の
拡
大

や
機
械
化
に
よ
り
、
本
村
農
業

の
近
代
化
、
そ
し
て
飛
躍
的

発
展
な
ど
を
期
し
た
も
の
で
、

先
々
に
有
益
な
開
発
農
地
と
認

識
・
期
待
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
に
対
す

る
費
用
対
効
果
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

柾
屋
村
長

　

大
根
連
作
障
害
に

よ
る
萎
黄
病
の
発
生
等
に
よ
り
、

現
状
で
は
、
計
画
時
点
の
目
標

値
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
る
。

　

現
在
の
農
地
利
用

の
現
状
は
。

柾
屋
村
長

　

所
有
者
が
構
成
し

た
農
事
実
行
組
合
が
、
利
用
権

を
設
定
し
た
個
人
農
家
、
社
団

農
業
法
人
や
農
場
に
賃
貸
し
利

用
さ
れ
て
い
る
。

村
の
諸
計
画
の

見
え
る
化
を　

　

第
５
次
普
代
村
総

合
発
展
計
画
を
は
じ

め
と
す
る
諸
計
画
の
整
合
性
を

図
り
、
体
系
図
の
作
成
等
で
具

現
化
・
見
え
る
化
を
し
、
広
く
村

民
の
村
政
策
に
対
す
る
意
見
・

提
言
、
参
加
を
促
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

普
代
村
ま
ち
・
ひ

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

部活指導者の育成と
資格は
現時点では定まっていない

  三船教育長

の
旧
漁
協
水
産
倉
庫
前
で
２
ｍ

と
な
っ
て
い
る
。

　

村
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

役
場
・
太
田
名
部
・
沢
向
の
公

民
館
で
、
７
月
中
を
目
途
に
公

表
を
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
住

民
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有

識
者
会
議
は
、
運
動

部
の
休
日
部
活
動
指
導
を
地
域

や
民
間
の
団
体
に
委
ね
る
「
地

域
移
行
」
を
２
０
２
３
年
度
～

２
０
２
５
年
度
の
３
年
間
で
達

成
す
る
と
の
目
標
を
示
し
て
い

る
。

 

そ
こ
で
教
育
委
員
会
で
は
、

部
活
動
指
導
者
の
育
成
と
そ
の

資
格
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
教
育
長
に
伺
う
。
ま

た
、
同
様
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
つ
い
て
も
伺
う
。

三
船
教
育
長

　

部
活
動
の
地
域
移

行
に
関
し
て
の
指
導
者
の
育
成

及
び
資
格
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ

少
も
含
め
本
村
で
は
ま
だ
何
も

定
め
て
い
な
い
。
今
後
、
具
体

的
に
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
る
課

題
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
認
識

し
て
い
る
。

津
波
浸
水
想
定
の
詳
細

　

県
は
３
月
に
津
波

浸
水
想
定
図
を
公
表

し
、
普
代
川
河
口
で
21
・
１
ｍ

な
ど
、
現
在
予
想
さ
れ
る
最
大

で
は
、
防
波
堤
な
ど
も
機
能
し

な
い
想
定
に
驚
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
現
在
具
体
的
に
分

か
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
人
命
を
第
一
に
考
え
て

い
ち
早
く
村
民
に
知
ら
せ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
い
つ
ご
ろ
ど

の
よ
う
な
周
知
を
す
る
の
か
伺

う
。

柾
屋
村
長

　

太
田
名
部
漁
港
南

側
の
角
ノ
沢
地
区
で
、
地
震
か

ら
36
分
後
に
、
33
・
３
ｍ
の
津

波
水
位
を
記
録
し
、
こ
の
水
位

が
岩
手
県
下
で
最
大
の
高
さ
と

な
っ
て
い
る
。
最
悪
の
場
合
で

の
デ
ー
タ
か
ら
推
測
す
る
と
、

役
場
玄
関
で
３
・
９
ｍ
、
郵
便

局
前
で
４
・
６
ｍ
、
旧
農
協
前

で
５
・
１
ｍ
、
上
区
の
村
営
住

宅
前
で
３
・
０
ｍ
、
普
代
分
署

前
で
４
・
８
ｍ
、
中
学
校
職
員

玄
関
で
４
・
２
ｍ
、
太
田
名
部

公
民
館
前
で
５
・
３
ｍ
、
沢
向

答
弁

答
弁

質
問

質
問

最悪の事態にならないよう備えたい

松
葉
明
人

日々の練習で汗を流す普代オーシャンズ
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（５月臨時会～６月定例会 諸報告より）

月　　 日 場　　 所 事　　　　項 出　席　者

３ 月２９日 役　　場

議会運営委員会 各委員

第９回議員全員協議会 各議員

産業経済常任委員会 各委員

村議会第３回臨時会 各議員

４ 月 ９ 日 旭 日 区 旭日区地域活動拠点施設に係る竣工祭 議長、副議長

１４日 役　　場 第１回議員全員協議会 各議員

１５日 役　　場
国道455号・盛岡普代間道路整備促進期成同盟会
監査

議長

２２日 役　　場 第２回議員全員協議会 各議員

５ 月 ８ 日 鵜鳥神社 鵜鳥神社例大祭
議長、副議長、大上智･
古沼･松葉･齊藤･森田議員

９ 日 役　　場 議会広報常任委員会 各委員

１１日 八 戸 市
八戸・久慈自動車道整備利活用促進期成同盟会
定例総会

議長

１３日 役　　場
北岩手・北三陸横断道路整備促進期成同盟会
会計監査

議長

１８日 役　　場 新議員タブレット操作研修会 松葉・齊藤議員

２３日 宮 古 市 道路関係縦軸２団体合同総会等 議長

２５日 役　　場
議会運営委員会 各委員

村議会第４回臨時会 各議員

２６日 盛 岡 市 町村議会議員研修会 松葉・齊藤議員

２７日 田野畑村 東部町村議会議長会定例総会 議長、副議長

２８日 久 慈 市 二十山親方を囲んでの懇親会 副議長

２９日 葛 巻 町
北岩手・北三陸横断道路整備促進期成同盟会
総会、第４回決起大会

議長、副議長、大上智産
業経済常任委員長

３０～３１日 東 京 都 町村議会議長・副議長研修会 議長、副議長

６ 月 ５ 日 宮 古 市 財務大臣鈴木俊一国政報告街頭演説会 議長

６ 日 役　　場 第１回ふだいまつり実行委員会 議長、副議長

１３日 役　　場 議会運営委員会 各議員

議会議会のの動き動き
　審議した案件は、令和３年度一般会計・国民健康保険特別会計補正予算・村税条例等の一
部を改正する条例の専決処分の承認や、令和４年度一般会計補正予算、普代川治水対策上区
地区排水ポンプ整備工事（機械電気工事）の請負契約の締結のほか、普代村固定資産評価審
査委員会委員の選任同意など７議案を全員賛成で原案可決・承認・同意されました。
　また、４月17日の村議会議員補欠選挙に伴う、常任委員会委員の選任などが報告されま
した。

▽令和４年度一般会計補正予算（第２号）
　補正額 1974万９千円を増額し、総額 32 億 521 万４千円としました。
　歳出では、感染症対策費の新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業（４回目接種
分）の経費 613 万６千円の増額など。

▽普代川治水対策上区地区排水ポンプ整備工事（機械電気工事）の請負契約の締結
　契約金額は１億 6280 万円、請負者は昱機電株式会社向洋電機事業所（盛岡市）。
　工期は、令和４年度内の完成を見込むもの。

▽普代村固定資産評価審査委員会委員の選任同意
　前普代村固定資産評価審査委員会委員より辞職願が提出されたことに伴い、新たに中居昭
彦氏（鳥居）を選任。任命年月日は令和４年５月25日から令和４年９月30日まで。

▽常任委員会・議会運営委員会委員の選任（任期は令和４年５月25日～令和５年６月25日）
　４月17日の補欠選挙で当選した新議員２名の委員会委員の選任が行われました。
　またこれに伴い、本人の申し出によって、議会広報常任委員会委員の正路正敏委員の辞任
を許可。

第４回臨時会/25５

新たに選任された委員会構成等
委　員　会　名 委　員　氏　名

産業経済常任委員会 松　  葉　  明　  人
齊　  藤　  正　  明 －

議会広報常任委員会 松　  葉　  明　  人 副委員長　松　葉　明　人

議 会 運 営 委 員 会 松　  葉　  明　  人
齊　  藤　  正　  明 副委員長　森　田　幸　一

広域連合議会議員
岩手県後期高齢者医療広域連合議会議員 松　  葉　  明　  人
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発
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責
任
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委
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長

委

員

議

長

嵯

峨

典

行

松

葉

明

人

大

上
　
　

智

古

沼

和

也

中

村
　
　

裕

　

安
倍
元
総
理
が
去
る
７
月
８
日

凶
弾
に
倒
れ
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
国
内
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
蔓
延
が
拡
大
し
、
歯
止

め
が
き
か
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
暗
い
状
況
の

中
、
唯
一
明
る
い
話
題
は
岩
手
出

身
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
大
谷

選
手
の
活
躍
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ガ
ン
バ
レ
大
谷
選
手
!!

　
　
　
　
　（
嵯
峨
典
行
）

　

暑
い
夏
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ

収
穫
の
秋
と
な
り
ま
す
。
今
年
も
、

こ
れ
ま
で
に
日
本
各
地
で
自
然
災

害
が
勃
発
し
て
お
り
、
ま
た
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｂ
Ａ

５
）
の
拡
大
で
不
安
な
日
々
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
縮

こ
ま
る
こ
と
な
く
、
日
常
の
備
え

を
し
っ
か
り
し
て
頑
張
る
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。

祈
、
大
漁
・
大
豊
作
・
商
売
大
繁
盛
。

　

コ
ロ
ナ
退
散
。ふ
だ
い
ま
つ
り
大
成
功
。

　
　
　 

（
大
上
　
智
）

あ
と
が
き

　自然豊かな普代村。黒埼灯台は今年70
周年です。
　村にもたくさんのお店ができるといいで
すね。
　小中一貫校のこれからに注目です。
　ぜひ普代村で「夢の保育士」になってく
ださい。楽しみにしています。

　普代村から２人目のプロ野球選手が出る
といいですね。陰ながら応援しています。
頑張ってください！！
　室内練習場があれば本当にいいと思いま
す。こっちは自分が頑張ります。

松葉明人広報副委員長 古沼和也広報委員

広報委員からの返信

未来予想図　Fudai
V O I C E

夢は保育士夢は保育士 !!!!
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　私は普代村の緑が多く、自然が豊かなところが好

きです。

　他に好きな場所は野球場。将来の夢はプロ野球選

手です！プロ野球選手になって活躍し、普代村に貢

献したいです。これから普代村に室内練習場やス

ポーツショップなどのお店ができると嬉しいですね。

　夢に向かって頑張ります！ 

　綺麗な海を見るのが好きなので、黒埼灯台のよ

うに観光スポットがたくさんあり、魅力のある普

代村が好きです。

　小説と漫画をよく読むので、村に本屋さんがで

きると嬉しいです。あと服屋さんも欲しいです。

　将来の夢は保育士になりたいです！

　学校が古いので新しくなると嬉しいですね。


